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特集１
高齢者看護の質向上に向けて
─認知症ケア，地域連携の視点から
来る2012年の診療／介護報酬ダブル改定では，療養病床，在宅医療への加算が

重視されることが推測される。超高齢社会を迎え，よりよく生きることを支えるため

に看護管理者はどのような課題と対峙していくのだろうか。

本特集では，「認知症ケアの質」「地域連携」のキーワードから，高齢者看護の質

向上に向けて，取り組むべき課題，そこで看護管理者が果たすべき責務について考

えたい。

● 超高齢社会を豊かなコミュニティに転換する　辻哲夫
● 役割が多様化するケアミックス型病院における看護サービスマネジメント　
 守山伸子
● 渓仁会グループの高齢者看護ケア　樋口春美，高橋佳恵
● 認知症ケアにおける急性期―慢性期の看護連携─患者中心の医療をめざして　
白取絹恵，石川容子，　四垂美保，上野優美

特集２
チームで取り組むせん妄ケア
─急性期病院からの報告
● 急性期病院におけるせん妄への取り組み─「せん妄回診」の実施とその効果　
森山祐美

● 医療安全の視点からみた「せん妄回診」　永良直子
● せん妄回診導入後の整形外科病棟における看護師の変化　黒田恵子
● せん妄コアナースとして取り組んだ病棟へのアプローチ　池淵幸
● 「せん妄回診」における薬剤師の活動と役割拡大　内川晶裕，田路明美，三村純子
● 神経内科医の立場から　山田則夫

連載
● 巻頭シリーズ「医療の質を向上させる，看護とデザインのコラボレーション─
気配（プロセス）をデザインする」●実践交渉力講座　渡辺ゼミ基礎編　北浦暁子，
渡辺徹●管理者のためのブックセレクション●私論・公論─医療，看護のトピッ
クをよみとく　矢野諭●文部科学省「看護職キャリアシステム構築プラン」紹介！
●ヒトを育てる秘訣　渋谷美香 ●スクラブ・ナース6年生　鈴木美穂● やじうま
宮子の看護管理な日々　宮子あずさ●おとなが読む絵本─ケアする人，ケアさ
れる人のために　柳田邦男

編集後記

看護管理　第21巻第2号
2011年2月10日発行
（毎月1回10日発行）
発行／株式会社医学書院
代表者／金原優
〒113－8719
東京都文京区本郷1－28－23
Published by IGAKU-SHOIN Ltd．
1－28－23 Hongo，Bunkyo-ku，Tokyo
◎2011，Printed in Japan
定価1575円（本体1500円＋税5％）
2011年年ぎめ予約購読料
・冊子のみ　　　18450円
・冊子＋電子版　23500円
・電子版／個人　18450円
・電子版／共有　21230円
（いずれも税込，送料弊社負担）
『看護管理』編集室（担当　三橋，小齋，早田）
TEL03－3817－5777
FAX03－5804－0485
Eメール　kangokanri＠igaku-shoin.co.jp
http://www.igaku-shoin.co.jp
●定期購読のお申し込み先／医学書院販売部
TEL03－3817－5659
●第19巻1号以前のバックナンバーの注文先／
（株）東亜ブック
TEL03－3985－4701

デザイン／中村圭介,小酒井祥悟,吉田昌平
　　　　　（ナカムラグラフ）

本誌に掲載する著作物の複製権・翻訳権・上
映権・譲渡権・公衆送信権（送信可能化権を
含む）は（株）医学書院が保有します。
　　　   ＜（社）出版者著作権管理機構委託出
版物＞
本誌の無断複写は著作権法上での例外を除き
禁じられています。複写される場合は、その
つど事前に（社）出版者著作権管理機構（電話
03－3513－6969，FAX03－3513－6979，info
＠jcopy.or.jp）の許諾を得てください。
本誌掲載論文・記事のタイトル頁最下段に記さ
れた［0917－1355／10／￥250／論文／JCOPY］
は，1論文1回複写につき250円要することを
明示したものです。これは表示のない論文等
にも適用されます。JCOPYへのご連絡の際に
は，筆頭著者名・論文名と併せて本表示をご
提示くださるようお願いします。

●「読者からの声」を募集しています。職場などで
のエピソード，問題提起，また弊誌への感想をお
寄せください。掲載分には粗品を差し上げます。
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次号予告 03

看護師の働く環境をよりよくする，看護師不足
という問題は古くて新しいテーマのようです。
1965年にはいわゆる「2・8闘争」があり，
1992年の人確法では夜勤回数の制限を獲得し
ています。いま，日本看護協会は一歩踏み込み，
さらに拘束力のある仕組みづくりを模索してい
ます。何を持って幸せな働き方とするか，その

価値観は人それぞれだと思いますが，看護師と
しての職務に尊厳をもてず，立ち去りたくなる
ような職場，笹山先生の言葉を借りれば「人が
壊れてゆく職場」であってはならないと思いま
す。巻頭連載「看護×デザイン」でも，安らげ
る労働環境（たとえば休憩室）についても取り
上げていく予定です （小齋）
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